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令
和
六
年
二
月
二
十
七
日 

内
閣
総
理
大
臣 
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田

文
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衆

議

院

議

長 
額

賀

福

志

郎 
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衆
議
院
議
員
屋
良
朝
博
君
提
出
米
海
兵
隊
第
三
一
海
兵
遠
征
隊
の
運
用
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
屋
良
朝
博
君
提
出
米
海
兵
隊
第
三
一
海
兵
遠
征
隊
の
運
用
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

先
の
答
弁
書
（
令
和
五
年
十
二
月
十
二
日
内
閣
衆
質
二
一
二
第
七
九
号
）
二
の
１
に
つ
い
て
で
述
べ
た
取
組
（
以
下
「
当

該
取
組
」
と
い
う
。
）
の
実
績
と
し
て
、
そ
の
実
施
期
間
及
び
機
種
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
示
し
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 

 
 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

同
年
八
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二
及
び
Ｃ
Ｈ

五
三 

 
 
 

同
年
十
二
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

平
成
三
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
同
年
三
月
二
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

同
年
十
二
月
七
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
四
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で 
テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
同
月
十
三
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

令
和
二
年
一
月
十
八
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 



 

２ 

 

 
 
 

同
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
二
月
八
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二
、
Ａ
Ｈ

一
及
び
Ｕ
Ｈ

一 

 
 
 

同
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
十
一
月
五
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

同
年
十
二
月
七
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

令
和
三
年
七
月
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二
、
Ａ
Ｈ

一
及
び
Ｕ
Ｈ

一 

 
 
 

同
年
十
二
月
四
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二
、
Ｃ
Ｈ

五
三
、
Ａ
Ｈ

一
及
び

Ｕ
Ｈ

一 

 
 
 

令
和
四
年
三
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二
及
び
Ｃ
Ｈ

五
三 

 
 
 

同
年
十
月
一
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で 
テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二
、
Ｃ
Ｈ

五
三
、
Ａ
Ｈ

一
及
び
Ｕ

Ｈ

一 

 
 
 

同
年
十
一
月
十
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

 
 
 

令
和
五
年
二
月
十
六
日
か
ら
同
年
三
月
十
二
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二
、
Ｃ
Ｈ

五
三
、
Ａ
Ｈ

一
及
び
Ｕ
Ｈ

一 



 

３ 

 

 
 
 

同
年
十
月
十
四
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で 

テ
ィ
ル
ト
・
ロ
ー
タ
ー
機
Ｍ
Ｖ

二
二 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
飛
行
回
数
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
離
着

陸
等
の
回
数
の
増
減
は
、
当
該
取
組
を
含
め
様
々
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
当
該
取
組
に
参
加
す
る
航
空
機
が
、
一
定
期
間
同
飛
行
場
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
取
組
が
な
け

れ
ば
御
指
摘
の
「
各
年
」
に
同
飛
行
場
で
実
施
さ
れ
得
る
訓
練
活
動
が
削
減
さ
れ
る
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
一
日
付
け
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
共
同
発
表
に
お
い
て
、
米
海
兵
隊
の
要
員
の
沖
縄
か
ら
グ
ア

ム
へ
の
移
転
が
二
千
二
十
四
年
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
沖
縄
か
ら
、
グ
ア
ム
を
含
む
国
外
へ
移
転
す
る
部
隊

に
係
る
詳
細
な
計
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

二
の
２
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
 

日
米
安
保
体
制
の
下
、
在
日
米
軍
に
お
い
て
は
、
緊
急
事
態
に
迅
速
か
つ
機
動
的
に
対
応
で
き
る
態
勢
が
平
時
か
ら
と
ら

れ
て
お
り
、
米
国
が
有
す
る
核
戦
力
や
通
常
戦
力
と
あ
い
ま
っ
て
、
抑
止
力
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
、
「
在
日
米
軍
全
体
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
」
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
一
日
付
け
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
共
同
発
表
に
お
い
て
、
米
海
兵
隊
の
要
員
の
沖
縄
か
ら
グ
ア

ム
へ
の
移
転
が
二
千
二
十
四
年
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
高
い
即
応
性
を
有
す
る
第
三
十
一
海
兵
機
動
展
開
隊

は
沖
縄
に
残
留
す
る
こ
と
、
ハ
ワ
イ
や
グ
ア
ム
等
に
も
、
様
々
な
軍
事
作
戦
任
務
を
行
う
た
め
の
米
海
兵
隊
の
基
本
的
な
組

織
で
あ
る
海
兵
空
地
任
務
部
隊
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
米
海
兵
隊
全
体
の
対
処
能
力
が
向
上
す
る
こ
と

並
び
に
事
態
の
進
展
に
応
じ
て
、
各
所
か
ら
部
隊
が
増
強
さ
れ
、
沖
縄
に
残
留
す
る
第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
司
令
部
、
航

空
部
隊
及
び
後
方
支
援
部
隊
が
、
増
強
部
隊
の
来
援
の
た
め
の
基
盤
と
な
り
、
引
き
続
き
大
規
模
な
事
態
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
及
び
地
域
に
お
け
る
米
軍
の
抑
止
力
は
維
持
・
強
化
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
「
在
日
米

軍
全
体
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
」
が
低
下
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

二
の
４
に
つ
い
て 



 

５ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
三
一
Ｍ
Ｅ
Ｕ
が
移
動
す
る
際
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て

は
、
米
軍
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

二
の
５
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
「
一
定
の
距
離
」
と
は
、
沖
縄
と
周
辺
諸
国
と
の
間
の
距
離
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
６
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
幅
広
い
任
務
に
対
応
可
能
な
第
三
十
一
海
兵
機
動
展
開
隊
を
は
じ
め
と
す
る
米
海
兵
隊
の
特
性
及
び
機
能
を

損
な
う
」
の
「
根
拠
」
に
つ
い
て
は
、
地
理
上
の
利
点
を
有
す
る
沖
縄
に
、
司
令
部
、
陸
上
部
隊
、
航
空
部
隊
及
び
後
方
支

援
部
隊
を
統
合
し
た
組
織
構
造
を
有
す
る
米
海
兵
隊
が
駐
留
す
る
こ
と
で
、
種
々
の
事
態
へ
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
航
空
部
隊
の
み
を
他
の
部
隊
と
切
り
離
し
て
移
転
す
る
こ
と
は
、
米
海
兵
隊
が
有
す
る
優
れ

た
機
動
性
及
び
即
応
性
と
い
う
特
性
及
び
機
能
を
損
な
う
こ
と
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
在
沖
縄
海
兵
隊
の
沖
縄
県
外
へ
の
一
括
移
転
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
沖
縄
ほ
ど
の
地
理
的
優

位
性
が
認
め
ら
れ
な
い
」
の
「
根
拠
」
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
は
、
米
国
本
土
、
ハ
ワ
イ
等
と
比
較
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
各
地



 

６ 

 

域
に
近
い
位
置
に
あ
る
と
同
時
に
、
我
が
国
の
周
辺
諸
国
と
の
間
に
一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
る
と
い
う
利
点
を
有
し
、
ま

た
、
南
西
諸
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
我
が
国
の
シ
ー
レ
ー
ン
に
近
い
な
ど
、
安
全
保
障
上
極
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
沖
縄
に
駐
留
す
る
米
海
兵
隊
の
沖
縄
県
外
へ
の
一
括
移
転
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
沖
縄
ほ
ど
の
地
理
的
優

位
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

二
の
７
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
米
側
と
の
個
別
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
、
相
手
国
と
の
関
係

も
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
例
え
ば
、
令
和
五
年
一
月
十
一
日
付
け
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会

共
同
発
表
に
お
い
て
、
「
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
上
の
増
大
す
る
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
日
本
の
南
西
諸
島
の
防
衛

の
た
め
の
も
の
を
含
め
、
向
上
さ
れ
た
運
用
構
想
及
び
強
化
さ
れ
た
能
力
に
基
づ
い
て
同
盟
の
戦
力
態
勢
を
最
適
化
す
る
必

要
性
を
確
認
」
（
仮
訳
）
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
沖
縄
に
、
優
れ
た
機
動
性
及
び
即
応
性
に
よ
り
、
幅
広
い
任
務
に
対
応
可
能
な
米
海
兵
隊
が
駐

留
す
る
こ
と
は
、
日
米
同
盟
の
抑
止
力
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
上
で
必
要

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


